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最大効果を得る

活用のあり方

医
療
の
安
全
質
向
上
の
た
め
の

病
院
内
ビ
ッ
グ
デ
l
タ
の
活
用

• 

伏
見
清
秀
直

要
旨
一

D
P
C
デ
ー
タ
は
診
療
報
酬
請
求
に
用
い

ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
院
内
で
医
療
評
価
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
っ
て
い
る
。

D
P
C
デ
ー
タ
か
ら
計
測
す
る
ク

オ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
|
(
Q
l
)
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
抗
菌
薬
適
正
使
用
な
ど
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
・
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
評
価
や
、
院

内
の
イ
ン
シ
デ
ン
卜
の
発
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

利
用
で
き
る
。
ま
た
、
病
院
経
営
の
観
点
か
ら
も
、

機
能
評
価
係
数
の
改
善
の
た
め
の
自
院
の
機
能
の

評
価
、
地
域
で
の
自
院
の
役
割
の
評
価
な
ど
に
活

用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

D
P
C
デ
ー
タ
の
利
活
用

D
P
C
デ
l
タ
と
は
、

2
0
0
3
年
度
の

D
P
C

制
度
開
始
時
か
ら
厚
労
省
が
収
集
し
て
い
る
「
D
P

C
導
入
の
影
響
評
価
に
係
る
調
査
」
の
デ
l
タ
で
あ

る
。
こ
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
主
要
な
デ
ー

タ
は
、
簡
易
診
療
録
サ
マ
リ
ー
の
「
様
式

1
」
、
包

括
支
払
情
報
の
「

D
フ
ァ
イ
ル
」
、
出
来
高
診
療
明

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
療
政
策
情
報
学
分
野

細
情
報
の
「
E
F
統
合
フ
ァ
イ
ル
」
、
「
外
来
E
F
統

合
フ
ァ
イ
ル
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
デ
l
タ
の
う
ち
主
に
医
療
分
析
に
用
い

ら
れ
る
の
は
、
様
式
1
と
E
F
統
合
フ
ァ
イ
ル
で
あ

る
。
様
式
1
は
、
患
者
属
性
、
入
退
院
情
報
、
傷
病

名
、
手
術
情
報
、
臨
床
情
報
な
ど
が
含
ま
れ
、
重
症

度
や
患
者
状
態
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
デ
l
タ
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
析
に
応
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
E
F
統
合
フ
ァ
イ
ル
に
は
個
別

の
診
療
行
為
の
情
報
が
日
別
に
電
子
的
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。

原
則
と
し
て
、
診
療
報
酬
点
数
表
に
収
載
さ
れ
て

い
る
診
療
行
為
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
記
録
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
日
々
の
診
療
明
細
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
入
院
日

1
日
ご
と
に
注
射
さ
れ
た
薬
剤
、

処
置
内
容
、
使
わ
れ
た
保
険
医
療
材
料
な
ど
の
膨
大

な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
診
療
行
為
、
薬
剤
、
材

料
な
ど
は
基
本
的
に
レ
セ
プ
ト
電
算
コ

l
ド
で
記
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
集
計
や
分
類
に
も
適
し
て
い
る
。

診
療
の
質
の
評
価

我
が
国
の
医
療
の
安
全
確
保
は
、
こ
こ
十
数
年
で

大
き
く
進
ん
だ
が
、
質
の
評
価
は
十
分
と
は
い
え
な

い
。
近
年
報
道
さ
れ
て
い
る
手
術
関
連
死
亡
多
発
事

例
な
ど
は
そ
の
傍
証
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

D
P
C
デ
l
タ
の
特
性
を
生
か
し
た
医
療
の
質
評
価

手
法
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
医
療
の
質
評
価
の
視
点
は
、

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
プ
ロ
セ
ス
、
ア
ウ
ト
カ
ム
の

3

つ
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
の
は
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
で
、

患
者
の
重
症
度
を
統
計
的
に
補
正
し
な
が
ら
死
亡
率

や
合
併
症
の
発
生
率
な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
プ
ロ
セ
ス
評
価
は

D
P
C
デ
l
タ
な
ど

の
医
療
デ
l
タ
を
用
い
た
評
価

E
F
統
合
の
最
も
得

意
な
視
点
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
状
況
、
パ
ス

の
適
用
状
況
と
バ
リ
ア
ン
ス
の
発
生
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
方
向
か
ら
の
分
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
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パターンA

患者ID

術後日数術後日数術後日数

長い

大きい

なし

投与期間見直し、

パスの導入

長い

小さい

あり

投与期間、

パスの見直し

問
一
世
制

投与期間

ぱらつき

標準化

モニタリング継続対策

院内での抗菌薬投与ガイドライン順守状況の評価

近
年
は
、
エ
ピ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
診
療
が
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
術
的
に
妥
当
性
が
高
い
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
の
標
準
的
な
診
療
の
遵
守
状
況
を
医
療

デ
l
タ
か
ら
評
価
す
る
手
法
と
し
て
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・

イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ

l
(
Q
I
)
が
あ
る
。
特
に
日
々

の
診
療
行
為
明
細
が
記
録
さ
れ
て
い
る

D
P
C
デ
ー

タ
を
用
い
て
多
く
の

Q
I
が
作
ら
れ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
予
防
的
抗
菌
薬
投
与
の
妥
当
性
を

評
価
す
る

Q
I
が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
で
は
、
抗

菌
薬
の
過
剰
使
用
と
耐
性
菌
の
発
生
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
い

て
、
手
術
手
技
ご
と
の
適
正
な
抗
菌
薬
予
防
投
与
期

間
を
評
価
す
る

Q

I
が
使
わ
れ
て
い
る
。

D
P
C

デ
l
タ
を
用
い
た

Q
I
の
分
析
か
ら
は
、
多
く
の
病

院
で
抗
菌
薬
投
与
期
間
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
推
奨
期

間
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

院
内
の

D
P
C
デ
l
タ
を
分
析
し
て
、
各
手
術
後

の
抗
菌
薬
使
用
パ
タ
ー
ン
の
日
計
表
を
作
る
こ
と

で
、
簡
単
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
順
守
状
況
を
可
視
化
で

き
る
(
図

1
)
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
い
る
パ

タ
ー
ン

A
、
標
準
化
は
進
ん
で
い
る
が
投
与
期
間
が

長
い
パ
タ
ー
ン

B
、
ガ
イ
ド
〆ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
い
な

い
パ
タ
ー
ン

C
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
医
療
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
は
、

D
P

C
デ
1
タ
を
用
い
て
院
内
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
も
可
能
で
あ
る
。
中
心
静
脈
カ
テ
l
テ
ル

挿
入
後
の
気
胸
等
の
合
併
症
、
手
術
後
の
創
部
感
染

症
や
早
期
の
再
手
術
、
院
内
で
の
転
倒
に
伴
う
骨
折

等
の
外
傷
の
発
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ

る
。

D
P
C
デ
l
タ
で
疑
わ
し
い
事
例
を
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
、
電
子
カ
ル
テ
等
で
詳
細
に
調
査
す
る
こ

経
営
改
善
に
つ
い
て

図1

と
で
、
有
害
事
象
の
見
逃
し
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

著
者
の
病
院
で
は
、
高
度
医
療
機
関
の
医
療
安
全

の
確
保
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
手
術
等

の
手
技
の
合
併
症
発
生
や
死
亡
例
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
促
進
、
手

術
手
技
ご
と
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
た
め
に
、
日
々

医
療
デ

1
タ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

D
P
C
デ
l
タ
は
、
経
営
の
視
点
か
ら
の
評
価
に

も
利
用
で
き
る
。
機
能
評
価
係
数

E
の
中
で
、
効
率

性
係
数
と
複
雑
性
係
数
の
重
要
性
は
大
き
く
、
こ
れ

ら
の
係
数
を
維
持
、
改
善
す
る
こ
と
は
経
営
上
の
重

要
な
目
標
と
な
る
。

院
内
で
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
を
診
療
分
野
別
に
分

解
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
、
診
療
科
ご
と
な
ど
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
(
図

2
)
。

全
科
平
均
値
よ
り
低
い
診
療
科
に
は
、
指
数
の
改
善

を
努
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
病
院
全
体
の
係
数
改

善
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
外
来
E
F
統
合
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
用
い
て

外
来
診
療
の
適
正
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
単

価
の
低
い
患
者
、
長
期
受
診
し
て
い
る
患
者
、
複
数

科
受
診
し
て
い
る
患
者
等
の
抽
出
や
、
新
患
入
院
率
、

新
患
手
術
率
な
ど
の
可
視
化
に
よ
っ
て
、
外
来
診
療

の
効
率
化
と
入
院
医
療
の
重
点
化
の
方
向
性
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

2018年2月号療医

地
域
に
お
け
る
自
院
の
役
割
の
評
価

新

D
P
C
デ
l
タ
の
も
う
1
つ
の
特
徴
は
、
個
別
病
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院
の
集
計
値
が
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
毎

年、

D
P
C
病
院
の
疾
患
別
患
者
数
、
手
術
数
、
平

均
在
院
日
数
な
ど
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
日
年
か
ら

は
D
P
C
病
院
以
外
に
も
看
護
配
置
7
対
1
の
病
院

等
を
含
め
て

3
0
0
0
以
上
の
病
院
の
デ
l
タ
が
公

表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
の
急
性
期
医
療
は
ほ
ぼ

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
近
隣
の
病
院
の
診
療

実
態
や
、
全
国
で
自
院
と
似
た
機
能
を
持
つ
病
院
の

実
績
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

D
P
C
デ
l
タ
か
ら
は
地
域
の
個
々
の
医
療
機
関

の
診
療
実
態
が
可
視
化
さ
れ
、
専
門
分
化
や
機
能
連

携
の
実
態
が
明
確
に
示
さ
れ
る
。
診
療
分
野
別
に
自

院
の
地
域
患
者
シ
ェ
ア
の
年
次
推
移
を
分
析
す
る

と
、
自
院
の
地
域
で
の
役
割
と
そ
の
方
向
性
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
(
図
3
)
。

自
院
が
地
域
で

一
定
の
シ
ェ
ア
を
確
保
し
て
い

て
、
か
っ
そ
の
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
積
極
的
に
そ
の
診
療
分
野
の
機
能
拡
大
を

進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
シ
ェ
ア
を
取
れ
て

い
な
い
か
、
減
ら
し
て
い
る
分
野
は
、
て
こ
入
れ
を

図
る
か
、
縮
小
、
撤
退
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

人
口
の
高
齢
化
と
疾
病
構
造
の
変
化
に
伴
っ
て
、

地
域
医
療
提
供
体
制
も
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。
従

来
の
よ
う
な
、
積
極
的
な
設
備
投
資
で
新
し
い
医
療

機
器
を
導
入
し
患
者
を
獲
得
す
る
手
法
は
限
界
が
見

え
て
い
る
。
地
域
に
お
け
る
自
院
の
役
割
を
客
観
的

に
把
握
し
て
、
適
正
病
床
数
、
専
門
性
、
医
療
従
事

者
の
必
要
数
、
設
備
投
資
の
方
向
性
な
ど
を
見
極
め

る
た
め
に
、

D
P
C
デ
l
タ
等
を
活
用
し
、
経
営
方

針
を
再
確
認
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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人
材
育
成
に
つ
い
て

図3

こ
の
よ
う
な
医
療
評
価
の
推
進
に
は
、

D
P
C

デ
l
タ
の
よ
う
な
医
療
デ

l
タ
を
分
析
で
き
る
人
材

の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。
著
者
ら
は
、

M
H
年
か
ら
文

部
科
学
省
課
題
解
決
型
高
度
医
療
人
材
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
補
助
金
を
得
て
、
医
療
の
質
と
安
全
の
評
価

を
担
う
「

P
D
C
A
医
療
ク
オ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
養
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
重
視
し
て

い
る
の
が
、
医
療
実
デ
l
タ
の
分
析
に
基
づ
い
て

P

D
C
A
を
推
進
す
る
能
力
の
習
得
で
あ
る
。
D
P
C

デ
l
タ
や
政
府
統
計
等
の
公
表
さ
れ
た
デ
l
タ
を
活

用
し
て
院
内
の
医
療
実
態
を
可
視
化
し
、
課
題
を
抽

出
す
る
演
習
を
重
点
的
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

今
後
の
D
P
C
デ
ー
タ
解
析
の
方
向

D
P
C
デ
l
タ
を
活
用
し
た
、
診
療
の
質
、
経
営

の
質
、
地
域
医
療
の
評
価
等
の
概
要
を
解
説
し
た
。



寸

今
求
め
ら
れ
て
い
る
医
療
の
質
の
確
保
や
適
切
な
医

療
提
供
体
制
の
構
築
に、

D
P
C
デ
ー
タ
解
析
が
大

き
く
貢
献
で
き
る
可
能
性
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
こ

に
結
び
つ
く
人
材
育
成
の
必
要
性
も
記
し
た
。
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伏
見
清
秀

(ふ
し
み
・
き
よ
ひ
で
)
・

ω年
東
京
都
生

ま
れ
。
お
年
東
京
医
科
歯
科
大
医
卒
。
%
年
同
大
医
学

部
第
二
内
科
助
手
(
腎
臓
内
科
)
、
肝
年
医
療
情
報
部
助

手
。
∞m
年
厚
生
省
保
険
局
医
療
課
医
療
指
導
監
査
室
特

別
医
療
指
導
監
査
官
。
∞
年
東
京
医
科
歯
科
大
大
学
院

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
学
分
野
准
教
授
、
叩
年
同
医
療
政

策
情
報
学
分
野
教
授
、
国
立
病
院
機
構
本
部
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
診
療
情
報
分
析
部
長
(
併
任
)
。
日
年
東
京
医

科
歯
科
大
医
学
部
附
属
病
院
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
長

(
併
任
)
。
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
I

C
T
活
用
推
進
懇
談
会
委
員
、
医
療
従
事
者
の
需
給
に

関
す
る
検
討
会
構
成
員
な
ど
を
務
め
る
。
著
書
に
「
院

内
ビ

ッ
グ
デ
l
タ
分
析
に
よ
る
病
院
機
能
高
度
化
」
「
D

P
C
の
現
状
と
課
題
」
な
ど
多
数
。

※ 

好評発売中t!!

l 医療機器システム白書問年版.
定価:本体27，500円+税、A4変型、ISBN:978・4-901276-46・7

+CT.MRIなど「医療機器J並びに、 HIS・PACSを中心とする
「医療情報システムJの全国普及設置状況を調査・まとめたデータ集です。
特に、 HISは本誌に掲載されていない詳細なデータを掲載します。

【画像診断装置】
マルチスライス仁丁、アンギオζ丁、MRI、PET.PETI仁T・サイク口卜口ン、SPEC丁、
マンモグラフィ、血管造影システム、FPD搭載デジタルX線

【放射線治療機器・システム】
リニアック・マイクロ卜口ン、定位放射線治療システム、放射線治療計画システム
ガンマナイフ、小線源治療装置、粒子線治療施設 【手術支援】ダ・ヴ、インチ

【医療情報システム】
HIS (病院情報システム)、PACS(医用画像システム)、RIS(放射線情報システム)
3D画像システム、動画像ネッ卜ワークシステム

「月刊新医療」編集

月刊新医療
データブツクシリーズ

「医療機器「
システム白書L 2018年版 」
定価 27，500円+税
A4変型

お問い合せ、ご注文は
。資料編。導入レポート。論文

FAX. 03-3545-5258 TEL.03-3545-6177 発行元I(株)工ム・イー振興協会ま
で

匪司司ヨ

2018年2月号療医新( 31 ) 


